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＜連絡事項＞

· 給水気の錆びについて前回修理伝票を提出していましたが、朱夏よりもう一度伝票を提出して下さいとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・晴山　長司様～排便コントロールの為、シンラック液２本処方となっています。時折

　　　　　　　　不機嫌さあり食事拒否し摂取しないで間食要求する為、出来るだけ

　　　　　　　　食事を摂っていただきましょう。

・佐藤　昌宏様～体重管理の為、ご本人より昼のみ大盛り食へ変更となっています。

・菅井　浩子様～風邪を引いていた為、全粥でしたが風邪症状改善された為、食事形態を軽食へ変更しています。

・小笠原　禮子様～魚の飲み込みが悪い為、今後は魚禁止となります。引き続き、食事の際にはむせ込み等無いか観察をしていきましょう。

・木村　忠史様～5月の定期採血を本人拒否した為、6月に行います。

・畑中　成夫様～「どこもかしこも鍵がかかっていてイライラする。」と話されている事あり、主治医へ情報提供しています。診察の際に、「外にも出られずに病院の中ばかりにいると言うのは、病人じゃなくても耐えられないんじゃないですかね。」と話されています。主治医より精神病的な情動不穏といった様子でもなく対処法など説明し理解を示しています。本人から「自分の状態は良くなったと思うので、試してみたいので外出をしたい。」との希望あり、今後検討して行く事伝えています。

・木村　誠様～明日11時から主治医とお母様で外来第二診察室にて面談予定となっています。お母様から面談をする事は本人にはふせていてほしいとのことです。

5/17(木)　勉強会があること本人へ伝えています。時間は10時からです。

モビラート・インテバンは本人持ちで良いとの事です。

・若松　澄子様～本日昼のレストラン移動の最中階段で転倒することありました。主　　　　治医へ報告し、バイタルサイン、意識障害、神経障害の有無を観察し異常がみられたら主治医へ報告するようにと指示あります。現在頭痛吐気等なく意識清明です。

＜対策＞

今後はレストラン移動時歩行不安定さ見られる為、スタッフ付き添いで作業室への移動時もスタッフ付き添いにて一週間程度様子観察

行っていきましょう。

・佐藤　幸男様～本日レストラン移動に際、階段のおどり場にて壁に向かって歩いて行く事ありました。スタッフ声掛けに返答するも壁に向かい歩き続けている為、ホールにて食事して頂いています。本人は「昼だけ見えなかった」と話されています

＜対策＞

歩行の不安定さ見られている為、今後レストラン移動と、作業室移動時もスタッフ付き添いをし1週間程度様子観察行っていきましょう。

＜OT作業報告・検討＞

・木村　誠様～身体不調の訴えあり作業を休む事がありましたが、本日より表情良くカレンダー作成を行っています。今の調子については疲労はあるが調子は良いと話されています。本人の希望時に作業に参加して頂くことに主治医も許可していますので、あまり無理させず体が辛くない程度で気分転換に来ていただくようにしていきましょう。

・駒木　学様～参加する事は出来ていますが、「喉か食道の辺りが痛い」等話し、時折途中退席される事もあります。最後まで参加すること出来ていても、席に座っている事が出来ず作業に集中出来ていない様子見られています。発言内容にまとまりの無さみられスタッフに触れようとしたりと時折理解できない言動みられています。にやつきや冴えない等表情の変化もみられます。訴えなどには傾聴し対応しています。本人が会話をしたいと話に来た際には、現実意識を向けて行けるようにして対応していけばいいとの事です。

・杉澤　恵子様～他病棟の患者様と仲が悪く、その人に対し「あの人が物をとった。」と大きな声で話しトラブルとなることありスタッフ介入しています。また、自室へ作業室の物を勝手に持って行くことでスタッフへ注意されると謝ればよいと思っている様子見られています。その為、スタッフに謝まれば良いという事ではなく、今後他者との交流をする際に気まずくなり生活しにくくなってしまうということを本人へ伝えていくようにしましょう。また、作業室の物を持って行かないように引き続き介入しルールを守って行けるようにしていきましょう。

· 磯島　貴広様～窓の方を見て一人で笑っている事ありますが、本人からの訴えなどはありません。作業への取り組み状況は良く、最後まで集中して行っています。

＜川端Ｄｒ診察＞

・杉澤　恵子様～　夜間落ち着きなく不眠が続いている事から睡眠確保目的でレボトミン（精神神経用剤）処方調整となる。

　　　　　　　　　間食したいと本人より訴えがあったが、検査結果がよくなるまで

　　　　　　　　　控えるように説明受けている。

・戸賀沢　潔様～　血糖値改善された為、間食200ｋcal許可となっています。栄養指導後菓子購入して頂きましょう。又、肝機能改善したことから肝臓疾患用剤止めとなっています。

・駒木　学様～　　自分は神様になる。宇宙人と交信している等非現実的なことを話続けています。Drから調子が良くないこと指摘され処方調整となっています。壁を蹴ったりしていることあれば、やめるようにしっかり注意をするようにとの事です。予測指示のセンナリドが止めとなっています。

・種本　福松様～　今月の血液検査は次回診察までに実施するように指示あり。拒薬なく時間通り内服している。洗濯は、自分で今後も行わせるようにとの事。

・宮本　建蔵様～過保護返還が気になると言われるが、意味ついて問われると答えられずにいる。処方調整となる。

